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企画財政課

納塚眞琴

（１）期　 日　　平成３０年１２月２１日（金）
　　 訪問者　　スタンフォード大学学生、教員３２名
　　 訪問先　　祐徳稲荷神社　　 １４時００分～１４時５０分
　　　　　　　　　肥前浜宿　　　　　 １５時００分～１６時２０分前後

※参考
　【日本滞在期間及び訪問地】
　①１２月１５日～１２月２２日東京及び福岡・佐賀を訪問されます。
　福岡（福岡市、大牟田市）
　佐賀（鹿島市、嬉野市）
　
  【日本訪問の目的】
  ②少子高齢化社会に対応して、企業や地方公共団体等がどのようにイ
ノベーションを進めているのか、諸外国が学べることはないかを検証する
ため。

　【スタンフォード大学の鹿島市訪問に至った経緯】
　③平成２９年７月、財務省福岡財務支局から鹿島市役所　地方創生担
当理事として派遣されている職員（納塚眞琴）と財務省からスタンフォー
ド大学に留学中の中村仁　氏との連携による。

スタンフォード大学の学生・教員３２名が鹿島市を訪問されます

アピールポイント

１２月２１日（金）の１４時から祐徳稲荷神社を視察、１５時頃から肥前浜
宿で酒蔵ツアーを行い、その後１５時５０分頃から①少子高齢化社会に
おける地方創生の動き②日本の伝統文化である酒蔵、その酒蔵が抱え
る後継者問題について、学生と酒蔵関係者等との意見交換を、肥前浜
宿にある「中町公民館」で行うこととしています。

あり なし
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